
４．ごみの削減、資源化 

本市では、毎週水曜日を「資源ごみの日」とし、月１回の空きびん及び月２回の空き缶の収集

に取り組んできた。 

その後、容器包装リサイクル法の施行により、ペットボトルの収集、プラスチック製容器包装

及びダンボール・紙製容器包装・紙パックの収集に取り組んでいる。また、平成２１年４月か

らプラスチック製容器包装の毎週収集、さらに、平成２２年７月から福井市全域で蛍光灯の収集

を開始し、リサイクルを通じたごみ減量化の取組みにより資源化率の向上を目指している。 

また、空きびん・空き缶の売却金については、売却金の一部を各自治会連合会が行っている環

境活動の費用及び各自治会で管理をしているごみステーションの維持管理費用に還元している。 

 

（１） 資源ごみ  

≪ 空き缶・空きびん ≫ 

■空きびんの実績                                     （ｔ） 

区分＼年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

白 び ん 651.7 621.2 573.8 571.5 567.6 

茶 び ん 561.3 541.0 502.9 493.9 509.3 

青 び ん 173.3 167.4 158.5 160.5 162.2 

黒 び ん 48.4 34.4 42.2 43.0 32.6 

生 び ん 106.7 96.2 91.1 86.2 89.7 

合 計 1,541.4 1,460.2 1,368.5 1,355.1 1,361.5 

空きびんの収集 … 福井市全域（月１回収集） 

 

■空き缶の実績                                   （ｔ） 

区分＼年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

スチール缶 448.6 395.9 355.0 336.5 311.6 

アルミ缶 335.0 290.4 278.2 283.8 268.3 

合 計 783.5 686.3 633.2 620.3 579.9 

空き缶の収集 … 福井市全域（月２回収集） 
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≪ その他資源ごみ ≫                                 （ｔ） 

                                                

 

 

 

区 分 ＼ 年 度 18 19 20 21 22 

ペットボトル 
福井市全域 

（月１回収集） 
300 297 281 291 309

プラスチック製容器包装 
福井市全域 

 

 

（毎週１回収集） 
715 743 693 1,548 1,716

ダンボール 
福井市全域 

 

 

（月１回収集） 
1,008 989 974 1,001 981

紙 製 容 器 包 装 
福井市全域 

 

 

（月１回収集） 
335 312 283 258 270

紙 パ ッ ク 
福井市全域 

（月１回収集） 

※清水

 

1
－ 15 19 18

新聞 ・ 雑誌 － 
※越廼

 

8

※越廼

6

※越廼

4
－ － 

ト レ イ 
越廼・清水区域 

 

 

（月１回収集） 
3 － － － － 

食 油 
越廼区域 

（月１回収集） 
2 － － － － 

 

 

 

≪ 古紙等集団資源回収 ≫  

資源のリサイクルおよびごみの減量化による処理経費の軽減を図るため、奨励金を

交付することにより、市内の地域住民で組織する各種団体による新聞・雑誌類の集

団回収活動を促している。 

なお、奨励金の交付については、前期（１月から６月まで実施分）・後期（７月

から１２月まで実施分）の２回に分け行っている。 

 

区分＼年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

新 聞（t） 3,813 3,809 3,973 3,681 3,514

雑 誌（t） 4,629 4,298 3,800 3,373 3,192

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ（t） 37 23 － － －

紙パック（t） － － 3 4 3

合 計（t） 8,479 8,130 7,776 7,058 6,709

団体登録数 300 303 304 306 309

奨励金（千円） 39,580 38,542 37,211 34,141 32,583
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（２）特殊ごみ   

≪ 乾電池 ≫                                                          （t） 

年 度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

回 収 量 74 64 53 60 51 

※ボタン型電池・充電電池の回収は行っていない。 

  

（３）資源回収拠点事業 

平成16年度にモデル事業として、市内小売店に資源回収拠点※としての回収箱を

設置してもらい、プラスチック製容器包装及び紙製容器の回収に取り組んだ。 

なお、小売店が設置した回収ボックス、看板及び保管庫の設置に要した費用の一

部を補助し、平成17年度からは、回収ボックスに排出された資源化物の収集を市が

行うことした。 

※ 資源回収拠点：地区ごとの収集日まで待つことなく、いつでも誰もがプラスチ

ック製容器包装等の資源ごみを分別排出できる場所として、回収ボックスを設置

した小売店舗のこと。（スーパーなどの小売店が独自に取り組んでいた食品トレ

ー、牛乳パックやペットボトルの回収ボックスを発展させたもの。） 

 

 

〔平成２３年度資源回収拠点協力店〕 

協力店舗名 所 在 地 

ハーツ 羽水店 木田３丁目2802 

Ａコープ 堀の宮店 堀の宮１丁目215 

  〃  やしろ店 渕２丁目1711 

ハニー 麻生津店 今市町14-11-1 

アル・プラザ ベル 花堂南２丁目16-1

ハーツ 学園店 学園２丁目9-22 

く み あ い マ ー ケ ッ

ト東郷店 
東郷二ヶ町34-27 

  

〔回収時間〕 

  ・店舗営業時間と同じ 

 〔回収品目〕 

  ・プラスチック製容器包装 

 

年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

回収量 15,788kg 22,494kg 26,483kg 32,217kg 33,563kg
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（４）生ごみ   

  ≪市有施設から排出される生ごみの堆肥化≫ 

食品リサイクル法の施行により、資源循環型社会の構築に向けた取組みを、平成１４年度

から市有施設（市立保育園、ふれ愛園、学校給食センター）で発生する食品残渣（生ごみ）

を堆肥化する取組みを実施している。また、現在は４２ある単独学校給食校における食品残

渣についても堆肥化に取り組んでいる（併設校があるため実施校数は３７校）。 

なお、堆肥化の処理については、生ごみ処理自動車を導入した市内の事業者に委託した。 

 

                                    （ｔ） 

区 分 ＼ 年 度 区分 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

調理くず等 24.0 22.4 
市 立 保 育 園 

食べ残し等
50.0 41.4 47.2

23.9 20.5 

調理くず等 2.6 1.9 
ふ  れ  愛  園 

食べ残し等
8.0 7.0 7.3

5.6 4.9 

調理くず等 65.2 58.3 
学校給食センター

食べ残し等
114.7 117.9 118.4

75.7 61.4 

調理くず等 69.6 68.5 
単 独 給 食 校 

食べ残し等
98.0 100.4 98.8

27.2 23.0 

調理くず等 161.4 151.1 
小計 

食べ残し等
270.7 266.8 271.7

132.4 109.9 

合計 270.7 266.8 271.7 293.8 260.9 
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（５） 意識啓発  

≪普 及 啓 発 事 業≫ 

平成２２年７月から福井・美山区域に

おいて、蛍光灯の分別収集を開始するに

あたり、各地区の公民館に清掃清美課職

員が出向き、分別説明会を開催している。 

また、ごみの出し方を分かりやすく説

明したパンフレットを作成し、随時、配

布している｡ 

 

 

分別説明会の開催状況                          （回） 

年 度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

開催回数 105 26 161 60 54 

 

そのほか、キャラクターヒーローに扮した「リサイクル戦隊 ワケルンジャー」のＤＶＤの

作成など、子供からお年寄りまで各年齢層に対し、正しいごみ分別の啓発に努めた。 

 

≪まだまだ使えますコーナー≫ 

 ごみとして出された不燃物・粗大ごみ等の中

には、そのまま十分使えるものや、少し手を加

えれば再利用可能なものが数多く含まれている

ことから、昭和５７年６月から取り組んでいる

「環境月間」の行事として、「物の大切さ、有

効再利用の必要性」を啓蒙するため、これらの

ものを展示するとともに、抽選により無料で贈

呈した。 

さらに、平成１３年度からは「福井市環境展」

における展示コーナーの一部として「まだまだ

使えますコ－ナ－」を設け、環境問題に関する啓発パネル等の展示と併せ、物の大切

さ等の啓発に取り組んでいる。 
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（６）指定ごみ袋  

ごみ減量化と分別排出の徹底および限りある資源を有効に活用するため、市指

定ごみ袋として所定のごみ袋を作成し、平成９年４月１日から完全実施した。ま

た、平成１６年４月からは家庭でのごみを分別しやすくするため、次の表のとおり「色別

指定ごみ袋」の販売を開始し、現在、試行を行っている。 

資源ごみ（空き缶、ペットボトル）については、分別排出の促進と処理負担の軽減を図

るために、透明又は半透明の袋を用いて排出することもできることとしている｡ 

事業系一般廃棄物については、事業所用指定袋を利用し、ごみステーションの管理者（自

治会等）の同意のうえで、１カ月２５０㎏（５０袋以内）以下に限り排出できる｡ 

なお、事業者とは、会社、事務所、飲食店、旅館、店舗、自営業者などの、一般家庭以

外の者である｡ 

種 類 印刷色 指定袋に入れるごみ サイズ 

緑  

燃やせるごみ 

（燃やせないごみ、及び 

プラスチック製容器包装も可） 

大・中・小

青  燃やせないごみ 大・中 

家庭用 

オレンジ プラスチック製容器包装 大・中 

色別指定ごみ袋 

事業所用 赤  

燃やせるごみ 

燃やせないごみ 

プラスチック製容器包装 

大 

■指定袋の規格

項 目 仕様内容 

材 質 高密度ポリエチレン 

種類・透明度 

透明度 半透明 

寸 法 大… 厚さ 0.03㎜  縦 800㎜  横 650㎜ 

中… 厚さ 0.03㎜  縦 700㎜  横 480㎜         

小… 厚さ 0.03㎜  縦 550㎜  横 300㎜/400㎜ 

 

   

指定ごみ袋の使い方 

① 自治会名、またはマンション名など必ず記入してください。 

② 自治会未加入者は次のようにしてください。 

例）福井市大手３丁目10番１号 ⇒「大手３丁目」と記入してください。 

③ １袋あたりの重さは、おおむね５㎏以内としてください。 

④ 袋の口は、しっかり結んでください。   

 - 80 -


